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府中町における業務改善に係る取組の方向性

Ⅲ．府中町における取組

１年目「業務改善に向けた基盤づくり」
① 業務改善を推進する仕組の構築（意識改革）
② 専門スタッフ等の効果的配置や学校組織体制の整備等
③ 学校支援拡大会議の実施によるＰＤＣＡサイクルに基づ
く取組の推進
④ 研究指定校への支援
⑤ 次年度の方向性の整理と実施計画の策定

２年目「試行」
○ 町の重点取組
○ 業務改善に係る実証的研究
○ 各校の実態に合わせた取組
→ＰＤＣＡサイクルに基づく
改善・充実

３年目「実行・定着」
○ 取組の改善・充実
○ 定着に向けた準備



Ⅲ．府中町における取組

○学校支援拡大会議の実施によるＰＤＣＡサイクルに基づく取組の推進

平成29年度 学校支援拡大会議
・年間３回（７月、11月、２月）実施
・指定校管理職と業務改善担当者、業務改善の中心的役割を
期待されるメンバーが参加

・町教委・指定校からの取組の報告と改善に向けた協議等
・有識者や業務改善アドバイザー、民間企業等幅広い分野の
専門家による指導・支援

平成29年度 月 日 内 容 指 導 者

第１回 ７月31日（月） 今年度の取組の理解とワークショップの実施 民間企業担当者

第２回 11月27日（月） 取組の状況把握と改善に向けての熟議の実施 町教委教育部長

第３回 ２月22日（木）

【予定】

今年度の成果と課題をまとめ、次年度への方向性

の確認

有識者、アドバイ

ザー



○専門スタッフ等の効果的配置や学校組織体制の整備等

Ⅲ．府中町における取組

職 種 取 組 内 容

①スクールカウンセラー

（県費＋町費２）（町費１）

臨床心理士を配置し、児童生徒や保護者等の不安や悩みに対して、カウンセリングを行ったり、保護者や教師に子供へかかわり方を助

言する等の取組を行う。
(1) 児童生徒へのカウンセリング
(2) カウンセリング等に関する教職員及び保護者に対する助言・援助
(3) 児童生徒のカウンセリング等に関する情報収集・提供 等

６名

②スクールソーシャルワーカー

（県費１）

（町費１）

社会福祉士等の専門的知識等を生かし、児童生徒が置かれた環境への働きかけや関係機関との連携を図る。

【主な職務】
(1) 生活環境に課題のある児童生徒の家庭等への働きかけや具体的支援
(2) 支援に当たっての関係機関等とのネットワークの構築、連携、調整
(3) 支援における学校内のチーム体制の構築・支援 等

２名

③青少年教育相談員（町費） 青少年教育相談に関する業務

(1)不登校児の適応指導教室での指導・対応（たんぽぽの部屋）

(2)小中学校での教育相談（心の相談教室）

４名

④教務事務支援員（県費４）（町費１） 教務事務の支援に関する業務を行う。（週20ｈ）（印刷業務、ＩＣＴ機器の移動・準備、プリントの作成、帳簿等の回収等） ５名

⑤教育支援員

（町費）

障害のある生徒への介助指導及び学習支援等 ※特別支援学級（教員免許・保育士）

（１日６時間 9:00～16:00の週30時間）※勤務を要しない日（土曜日、日曜日、祝日）

23名

⑥学校生活・学習支援員（町費）

※非常勤講師

通常学級における配慮が必要な児童生徒に対する学校生活及び学習支援等（１日４時間 9:00～13:00）

※勤務を要しない日（土曜日、日曜日、祝日、8/1～8/31、12/29～1/3）

３名

⑦学校図書司書（町費）週30ｈ 学校図書室の運営、読書活動の推進等に係る業務 ４名

⑧町費事務職員（町費） 県費負担事務員の補助、町費負担職員に係る事務等 ５名

⑨部活指導（町費）※非常勤 部活動の専門的な指導補助 ８名

⑩家庭学習支援（町費）※非常勤 生徒の提出した家庭学習のチェック等に係る業務 １名

⑪適応指導教室対応（町費）※非常勤 適応指導教室での生徒対応 １名

⑫業務員（町費） 学校環境整備に係る業務一般 13名

⑬ＡＬＴ（町費） 英語学習、外国語活動における主にコミュニケーション能力向上に係る指導補助、語学指導助手

⑭スクールサポーター

仮称（ボランティア）

※コミュニティ・スクールの取組

各校における児童生徒の学習活動・教育環境整備等に係る、保護者・地域の方の協力による学校運営の様々な支援・援助（業務内容

例）学習支援に関すること 学校の環境整備に関すること スポーツ活動の練習のサポート 保護者の子育て相談 校外学習の

引率支援や校内パトロール 等



○業務改善を推進する仕組みの構築（意識改革）

Ⅲ．業務改善に向けた基盤づくりと今年度へのつながり
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Ａ．業務改善アンケートによる
勤務状況等の把握と課題の分析

 

 

 

 

 

 

「なぜ、今『業務改善』なのでしょうか？」 

府中町では今年度から文部科学省の「学校現場における業務改善加速事業」

を広島県を通して再受託し、「業務改善」に本格的に取り組んでいます。 

 

なぜ、今「業務改善」が必要なのでしょうか？  

それは、現在の教職員の勤務状況があまりにも過酷で、中学校では６割近

くの教諭が過労死ラインを越える残業をしている現状（H28 教員勤務実態調査 速

報値 H29.4.28）の中で、これからの教育の質の向上を図るためには、教職員の

長時間労働の状況を改善し、教員が子供と向き合う時間を確保することが、

喫緊の課題であるからです。 

「これまでも工夫しながら仕事をしている！」、「やることが多すぎて、こ

れ以上何をどうしろと言うのか！？」、「業務改善のことを考える時間がもっ

たいない！」等、さまざまな意見が聞こえてきます。 

しかし、現在のように勤務時間終了後や週休日も長時間の時間外勤務をし

ていると、疲労や心理的負担を過度に蓄積して心身の健康を損なう教職員が

増える恐れがあります。また、心身共に疲れた状態では、子供たちに必要な

力を十分つけるための効果的な指導や、ミスのない適切な対応が難しくなり

かねません。 

時間と労力を惜しまず、児童生徒に関わるあらゆる業務をこなす先生方の

勤務環境を少しでも改善し、「子供と向き合う時間を確保し、教育の質を向

上させて、子供たちに未来を生き抜く力を十分つける責任を果たすため」に、

働き方等について皆で考え、それぞれの立場でできること 

から取り組んでいきたいと思います。 

どうぞ、よろしくお願いします。 

平成 29年度 府中町教育委員会 業務改善通信       府中町教育委員会学校支援室 

 モチベーションを高め、教育の質を高めるために！     平成 29年 12月５日(火) 

 

NO.１ 

（「業務改善通信」平成
29年12月６日）

Ｂ．業務改善通信による
周知

Ｃ．「業務改善」をテーマに教頭会で
の協議・熟議 Ｄ．専門性を高める各種研修の実施

○民間講師による業務改善に係る研修
○学校マネジメント研修
○キャリア教育研修
○生徒指導研修

①「なぜ、今 業務改善？」
②「熟議をしましょう！」
③「本当に大切なこと」
④「現在の課題は？」
⑤「基準となる時間の意味」
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○業務改善を推進する仕組みの構築（意識改革）

Ａ.業務改善に係るアンケートによる勤務状況等の把握と課題の分析

両校の比較分析

○　両校を比較すると、府中中学校が「時間外」、「持ち帰り」ともに多い。（１週間当たり緑ケ丘中の＋2.5時間）

○　アンケートの肯定的評価には時間数の差よりも、大きな差が感じられる。（府中中学校がかなり低い。）

○　管理職の理解や進捗状況の把握による調整、優先順位の適切な指示等に大きな差がみられる。

府中中学校

○　時間外勤務の時間数は１回目のアンケートより減少しているものの、全体の平均を依然上回っている。（全体の＋0.6時間）

○　全体的に肯定的な数値が下がっており、特に管理職への不満が伺える。

○　主任でない経験年数の多い教諭の充実感、上司の理解、進度調整への不満が大きい。

○　担任の「生徒と向き合う時間」や「充実感」、「上司の理解」、「進度調整」等への肯定的評価が低く、仕事の偏りに対する不満がみられる。

○　授業以外の担当業務について、上司に理解されていると感じている職員が少なく、教職員間でも互いに頼みやすい雰囲気を感じられていない。

○　府中中学校の教職員は取組の立案に参画していると感じておらず、管理職の業務の状況把握、取組の廃止や調整などに対し、否定的である。

○　府中中教職員の気づき・感想

　・　分掌等の組織や業務内容の見直しが必要。

　・　何も仕事が減らずに、新規の仕事が次々に増えている。

　・　学校に残っている教員が急な仕事を引き受けたり、校外指導に出たりしている。

　・　定期試験の際に研修などが入り、余裕がない。

　・　部活動休養日や定時退庁日ができて、少しずつ現場も変わりつつあると感じている。改革がもっと早く進むよう自分もできるだけのことはしたい。

　・　他の職員への仕事分担ができる管理職（校長）が必要。

　・　業務改善会議でどんなに教職員が本音で優先的に取り入れること、排除することを話し合っても、管理職が排除する勇気を持っていない。案は出ているので判断してほしい！

　　　（教員・生徒ともアップアップである。）

　・　部活動を制限することが業務改善になるとは思えない。

　・　似たような調査等を減らすことが必要。

　・　個人の努力、効率化による業務改善ばかりを言うのでなく、業務の精選をしてほしい。

　・　軽減されている教職員もいれば、されていない者もいる。

府中緑ケ丘中学校

○　時間外・持ち帰りの時間は第１回アンケートより１週間当たり5.8時間軽減された。

○　授業準備、教材研究の時間が少ない。（全体比１週間当たり－1.7時間）

○　スクラップアンドビルドや業務の優先順位の指示、業務の進捗状況の把握による進度調整等について肯定的評価が高く、管理職等への信頼関係が伺える。

○　経験年数の多い教職員、担任、主任等の上司への信頼、充実感等が高く、仕事量の多い者も納得して仕事をしている様子が伺える。

○　緑ケ丘中学校教職員の気づき・感想

　・　テストを採点する量が多い教員へのフォローをお願いしたい。

　・　教務事務支援員に印刷等をお願いでき助かっている。

　・　地域の人材を活用し、苦手分野への支援をいただくことで、負担軽減を図りたい。

府中町立中学校の仕事の中での意識など（当てはまる（１～３）の割合：教育職のみ）

平成29年　第１回アンケート結果比較（仕事の中での意識(1)～(9)：当てはまる（１～３）の割合）

府中町 中学校全体

(1) 52.6% 64.5%

(2) 71.8% 75.4%

(3) 78.1% 83.5%

(4) 82.1% 86.7%

(5) 75.1% 82.4%

(6) 73.4% 84.6%

(7) 48.5% 59.7%

(8) 81.2% 82.0%

(9) 75.0% 77.1%

平成29年　第２回アンケート結果比較（仕事の中での意識(1)～(9)：当てはまる（１～３）の割合）

府中町 中学校全体

(1) 57.7% 65.9%

(2) 72.7% 74.4%

(3) 78.8% 84.6%

(4) 84.8% 86.7%

(5) 81.8% 80.4%

(6) 68.2% 82.2%

(7) 48.5% 59.3%

(8) 86.3% 82.5%

(9) 74.2% 77.9%

府中町　中学校

(1) 児童・生徒と向き合う時間

(2) 充実感

(3) 上司の理解

(4) 頼める雰囲気

(5) 取組立案への参画(6) 新しいアイデア

(7) スクラップ＆ビルド

(8) 優先順位の指示

(9) 進度調整

府中町

中学校全体

(1) 児童・生徒と向き合う時間

(2) 充実感

(3) 上司の理解

(4) 頼める雰囲気

(5) 取組立案への参画(6) 新しいアイデア

(7) スクラップ＆ビルド

(8) 優先順位の指示

(9) 進度調整

府中町

中学校全体

業務改善に向けた基盤づくりと今年度へのつながり



○業務改善を推進する仕組みの構築（意識改革）

 

 

 

 

 

 

「なぜ、今『業務改善』なのでしょうか？」 

府中町では今年度から文部科学省の「学校現場における業務改善加速事業」

を広島県を通して再受託し、「業務改善」に本格的に取り組んでいます。 

 

なぜ、今「業務改善」が必要なのでしょうか？  

それは、現在の教職員の勤務状況があまりにも過酷で、中学校では６割近

くの教諭が過労死ラインを越える残業をしている現状（H28 教員勤務実態調査 速

報値 H29.4.28）の中で、これからの教育の質の向上を図るためには、教職員の

長時間労働の状況を改善し、教員が子供と向き合う時間を確保することが、

喫緊の課題であるからです。 

「これまでも工夫しながら仕事をしている！」、「やることが多すぎて、こ

れ以上何をどうしろと言うのか！？」、「業務改善のことを考える時間がもっ

たいない！」等、さまざまな意見が聞こえてきます。 

しかし、現在のように勤務時間終了後や週休日も長時間の時間外勤務をし

ていると、疲労や心理的負担を過度に蓄積して心身の健康を損なう教職員が

増える恐れがあります。また、心身共に疲れた状態では、子供たちに必要な

力を十分つけるための効果的な指導や、ミスのない適切な対応が難しくなり

かねません。 

時間と労力を惜しまず、児童生徒に関わるあらゆる業務をこなす先生方の

勤務環境を少しでも改善し、「子供と向き合う時間を確保し、教育の質を向

上させて、子供たちに未来を生き抜く力を十分つける責任を果たすため」に、

働き方等について皆で考え、それぞれの立場でできること 

から取り組んでいきたいと思います。 

どうぞ、よろしくお願いします。 

平成 29年度 府中町教育委員会 業務改善通信       府中町教育委員会学校支援室 

 モチベーションを高め、教育の質を高めるために！     平成 29年 12月５日(火) 

 

NO.１ 

（「業務改善通信」平成29年12月６日）

Ｂ．業務改善通信による周知

①「なぜ、今業務改善？」
②「熟議をしましょう！」
③「本当に大切なこと」
④「現在の課題は？」
⑤「基準となる時間の意味」

Ⅲ．業務改善に向けた基盤づくりと今年度へのつながり



Ｂ．業務改善通信による
周知

Ｄ．専門性を高める各種研修の実施

○民間講師による業務改善に係る研修
○学校マネジメント研修
○キャリア教育研修
○生徒指導研修

①「なぜ、今業務改善？」
②「熟議をしましょう！」
③「本当に大切なこと」
④「現在の課題は？」
⑤「基準となる時間の意味」

第1回 ４月 府中町教育委員会 今年度の取組の確認

第2回 ６月 府中小学校
教務事務支援員の効果的活用
とCSサポーター制度の導入

第3回 ７月 府中南小学校 「子供に向き合う意時間」の熟議

第4回 ９月 府中中学校
スクラップアンドビルド
についての校内協議

第5回 10月 府中中央小学校 「探す」時間の短縮

第6回 11月 府中緑ケ丘中学校 意識改革とチームづくり

第7回 １月 府中東小学校
業務改善アンケートの分析結

果と熟議の報告

第8回 ２月 府中北小学校
業務改善アンケート結果
と研修・会議の工夫

平成29年度 教頭会での発表内容



○業務改善を推進する仕組みの構築（意識改革）
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Ａ．業務改善に係るアンケートによ
る勤務状況等の把握と課題の分析

 

 

 

 

 

 

「なぜ、今『業務改善』なのでしょうか？」 

府中町では今年度から文部科学省の「学校現場における業務改善加速事業」

を広島県を通して再受託し、「業務改善」に本格的に取り組んでいます。 

 

なぜ、今「業務改善」が必要なのでしょうか？  

それは、現在の教職員の勤務状況があまりにも過酷で、中学校では６割近

くの教諭が過労死ラインを越える残業をしている現状（H28 教員勤務実態調査 速

報値 H29.4.28）の中で、これからの教育の質の向上を図るためには、教職員の

長時間労働の状況を改善し、教員が子供と向き合う時間を確保することが、

喫緊の課題であるからです。 

「これまでも工夫しながら仕事をしている！」、「やることが多すぎて、こ

れ以上何をどうしろと言うのか！？」、「業務改善のことを考える時間がもっ

たいない！」等、さまざまな意見が聞こえてきます。 

しかし、現在のように勤務時間終了後や週休日も長時間の時間外勤務をし

ていると、疲労や心理的負担を過度に蓄積して心身の健康を損なう教職員が

増える恐れがあります。また、心身共に疲れた状態では、子供たちに必要な

力を十分つけるための効果的な指導や、ミスのない適切な対応が難しくなり

かねません。 

時間と労力を惜しまず、児童生徒に関わるあらゆる業務をこなす先生方の

勤務環境を少しでも改善し、「子供と向き合う時間を確保し、教育の質を向

上させて、子供たちに未来を生き抜く力を十分つける責任を果たすため」に、

働き方等について皆で考え、それぞれの立場でできること 

から取り組んでいきたいと思います。 

どうぞ、よろしくお願いします。 

平成 29年度 府中町教育委員会 業務改善通信       府中町教育委員会学校支援室 

 モチベーションを高め、教育の質を高めるために！     平成 29年 12月５日(火) 

 

NO.１ 

（「業務改善通信」平成
29年12月６日）

Ｂ．業務改善通信による
周知

Ｃ．「業務改善」をテーマに教頭会で
の協議・熟議 Ｄ．専門性を高める各種研修の実施

○民間講師による業務改善に係る研修
○学校マネジメント研修
○キャリア教育研修
○生徒指導研修

①「なぜ、今 業務改善？」
②「熟議をしましょう！」
③「本当に大切なこと」
④「現在の課題は？」
⑤「基準となる時間の意味」

日付 研修名 対象 講師 内容

5月17日 業務改善 校長
マツダ株式会社
経営企画本部
片山 修一様

「業務改善とは」

7月5日
12日

生徒指導 両中学校
鳴門教育大学
阿形 恒秀教授

「児童生徒に寄り添う生徒指導
について」

8月4日 キャリア教育 全教職員
文部科学省
長田 徹調査官

「社会状況を踏まえたキャリア
教育」

8月9日 キャリア教育
キャリア教育

担当
関西大学
川崎 友嗣教授

「キャリア発達を意識した系統
的な支援について」

8月29日 学校マネジメント 校長、主任等
広島大学
曽余田 浩史教授

「学校マネジメント力の向上に
ついて」

平成29年度 業務改善に向けた基盤づくり



○学校支援拡大会議の実施によるＰＤＣＡサイクルに基づく取組の推進

平成29年度 学校支援拡大会議

（テーマ）「児童生徒の心に寄り添う生徒指導・進路指導の充実と教職員の業務改善」 

○ コーディネーター 文部科学省 学校業務改善アドバイザー 妹尾昌俊 先生 

○ パ ネ ラ ー 鳴門教育大学 教職大学員教授 阿形恒秀 先生（生徒指導） 

      関 西 大 学 社会学部教授 川﨑友嗣 先生（キャリア教育） 

      府中緑ケ丘中学校 主幹教諭 郷地忠幸 先生（学校教職員） 

      府中町教育委員会 学校支援室 畑尻佳括 室長（教育行政） 

平成29年度 月 日 内 容 指 導 者

第１回 ７月31日（月） 今年度の取組の理解とワークショップの実施 民間企業担当者

第２回 11月27日（月） 取組の状況把握と改善に向けての熟議の実施 町教委教育部長

第３回 ２月22日（木）
今年度の成果と課題のまとめ、次年度への方向性

の確認（パネルディスカッションによる総括）

有識者、アドバイ

ザー

第３回学校支援拡大会議（H30.2.21）

Ⅲ．業務改善に向けた基盤づくりと今年度へのつながり



○学校支援拡大会議の実施によるＰＤＣＡサイクルに基づく取組の推進

第３回 学校支援拡大会議パネルディスカッション

○これまで様々な取組を見てきて、「いい意味で手を抜いてはど
うか？」というものもあった。例えば「生活ノートのコメント」

について、（子供の実態・発達段階にもよるが）本当に毎
日書く必要があるのか？今の勤務状況の中で年間膨大な時
間をかけて取り組んでいることを考えると、「ここぞ！」
という場面で年に１～２回しっかり書いてやる方が効果が
上がるかもしれない。勿論、子供のメッセージ等を見逃さ
ないことを前提としてであるが。（阿形）

②「生徒指導」も「進路指導」もやるだけ効果が上がることは理解で
きるが、時間は有限である。仕事の仕方として何か見直せるところ
はあるか？

業務改善に向けた基盤づくりと今年度へのつながり



Ｃ）コミュニティスクールの充実（地域ボランティア）

サポーターの種類 サポート内容

学習サポーター
（子供たちに確かな学力をつける）

家庭科実習補助（調理実習やミシン実習）、プリ
ントの印刷、放課後の宿題の見守り

学校環境サポーター
（子供たちの豊かな心を育成する）

掃除（掃除週間の支援）、学校掲示の充実、
外の花の手入れ、切花の提供

家庭教育サポーター
（子供たちの健やかな体を育成する）

クラブ活動の手伝い（囲碁・将棋，工作，絵手
紙）、アンケート等のデータ処理

安心安全サポーター
（子供たちの安心・安全な学校生活）

校外学習の引率、登下校の見守り

○専門スタッフ等の効果的配置や学校組織体制の整備等

○各校における登録制地域ボランティア

学校名

府中小 フラワーボランティア ひだまりの会 印刷サポーター 掃除ボランティア 安全ボランティア

府中南小 学習支援サポーター 学校環境サポーター 家庭教育サポーター 安全安心サポーター

府中中央小 Sweet（読み聞かせ） 印刷サポーター ガーデニング 学習支援サポーター

府中東小 校外学習サポート ミシン学習サポート バレーボール練習サポート

府中北小 学習支援 学校環境 家庭教育 安心・安全

府中中 部活動指導補助 掲示物 花の水やり

部活動支援 実習補助 ＩＣＴ補助 ＳＵ補助

緑化作業 施設整備 校内ミュージアム展示 賞状の名前書き 用務員レスキュー

ベルマーク 給食準備 大掃除 朝読サポート 校内パトロール

名簿作成 職場体験補助 身体測定補助

府中緑ケ丘中

ボランティア支援内容

業務改善に向けた基盤づくりと今年度へのつながり
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○外部人材を活用した
「必ずしも教員が担わなくてもよい業務」の洗い出し

検討予定の業務（案）
１．ボランティア（ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙ等一般の外部人材）等必ずしも専門的知識・技能が必要ではない業務
・朝の読書タイムを利用した読み聞かせ（兼出欠チェック）

・朝の挨拶運動
・校舎内見回り活動（随時だが特に生徒の昼休み時間＝教職員の休憩時間）

・給食配膳見守り活動及び給食時間の見守り活動
・清掃活動見守り活動
・部活動中の見守り活動（校内研修等教員が部活動につけない状況を想定：指導はしない）
・放課後見守り活動
・外部からのお客対応（ご案内やお茶等の対応）

２．非常勤講師または非常勤職員として正規に委嘱するなど守秘義務や専門的知識・技能が必要な業務
・電話応対（事務職員の業務改善，午前中のみも検討）
欠席（遅刻）者への電話連絡等学校に来ていない生徒の状況把握

・ＩＣＴ機器（電子黒板，ﾀﾌﾞﾚｯﾄ等）準備・進行・片付け等補助、授業中の活用補助
・理科における実験準備・進行・片付け等補助
・学年会計等会計や教材の注文・支払い等に係る業務

○ 給食指導支援員の活用

２年目の取組～試行～


